
内
閣
衆
質
一
六
〇
第
四
五
号

平
成
十
六
年
八
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
島
�
君
提
出
法
務
省
に
よ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
へ
の
情
報
削
除
要
請
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
八
月
十
一
日
受
領

答

弁

第

四

五

号



衆
議
院
議
員
島
�
君
提
出
法
務
省
に
よ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
へ
の
情
報
削
除
要
請
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

法
務
省
人
権
擁
護
機
関
（
法
務
局
長
、
地
方
法
務
局
長
又
は
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
子
掲
示
板
等
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
（
以
下
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
」
と

い
う
。
）
が
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
場
合
、
人
権
侵
犯
事
件
調
査
処
理
規
程
（
平
成
十
六
年
法
務
省
訓
令
第
二
号
）
第
十
三

条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
害
者
に
対
し
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
削
除
を
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
（
特
定
電
気
通
信

役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第

二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
依
頼
す
る
方
法
を
教
示
し
た
り
、
同
規

程
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
対
し
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
削
除
の
要
請

（
以
下
「
削
除
要
請
」
と
い
う
。
）
を
行
う
な
ど
し
て
対
処
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
法
務
省
人
権
擁
護
機
関
が
削
除
要

請
を
行
う
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
法
務
局
、
地
方
法
務
局
又
は
法
務
省
人
権
擁
護
局
に
よ
る
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
案
ご
と
に
個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
各
事
例
に
関
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
一
般
論
と
し
て
答
弁
す
る
。

一



な
お
、
御
指
摘
の
よ
う
に
、
電
気
通
信
事
業
者
の
団
体
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
検
討
協
議
会
が
平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
に
公
表
し
、
意
見
募
集
を
開
始
し
た
「
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法

名
誉
毀

損
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
定
案
（
以
下
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
」
と
い
う
。
）
は
、
法
務
省
人
権
擁

き

護
機
関
が
行
う
削
除
要
請
の
う
ち
、
特
定
の
者
に
対
す
る
名
誉
毀
損
又
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
生
じ
さ
せ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
情
報
に
つ
き
、
一
定
の
様
式
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
に
対
す
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
の
側
の
対
応
指
針
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
と
承
知
し
て
い
る
。

お
尋
ね
の
一
の
�
に
関
し
て
申
し
上
げ
る
と
、
法
務
局
、
地
方
法
務
局
又
は
法
務
省
人
権
擁
護
局
に
よ
る
調
査
の
結
果
、

特
定
の
地
域
を
中
傷
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
が
、
そ
の
地
域
に
居
住
す
る
不
特
定
多
数
の
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
を
助
長
し
、
又
は
誘
発
す
る
目
的
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
放
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
助
長
し
、
又
は
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
法
務

省
人
権
擁
護
機
関
が
行
う
削
除
要
請
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
当
該
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
は
、
一
般
的
に

は
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
が
示
し
て
い
る
特
定
の
者
に
対
す
る
名
誉
毀
損
又
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
生
じ
さ
せ
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
情
報
に
は
含
ま
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
は
、
従
来
か
ら
法
務
省
人
権
擁
護
機
関
が
実

二



施
し
て
き
て
い
る
削
除
要
請
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

お
尋
ね
の
一
の
�
か
ら
�
ま
で
に
関
し
て
申
し
上
げ
る
と
、
名
誉
毀
損
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
は
、
問
題
と
さ
れ
る
表
現

行
為
が
、
人
の
品
性
、
徳
行
、
名
声
、
信
用
等
の
人
格
的
価
値
に
つ
い
て
社
会
か
ら
受
け
る
客
観
的
評
価
を
低
下
さ
せ
る
も

の
で
あ
れ
ば
成
立
し
得
る
（
最
高
裁
判
所
平
成
九
年
五
月
二
十
七
日
第
三
小
法
廷
判
決
、
民
集
五
十
一
巻
五
号
二
千
二
十
四

頁
）
が
、
そ
の
行
為
が
公
共
の
利
害
に
関
す
る
事
実
に
係
り
、
専
ら
公
益
を
図
る
目
的
に
出
た
場
合
に
は
、
摘
示
さ
れ
た
事

実
が
真
実
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
と
き
は
、
右
行
為
に
は
違
法
性
が
な
く
、
不
法
行
為
は
成
立
せ
ず
、
も
し
、
右
事
実

が
真
実
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
く
て
も
、
そ
の
行
為
者
に
お
い
て
そ
の
事
実
を
真
実
と
信
ず
る
に
つ
い
て
相
当
の
理
由

が
あ
る
と
き
に
は
、
右
行
為
に
は
、
故
意
又
は
過
失
が
な
く
、
不
法
行
為
は
成
立
し
な
い
（
最
高
裁
判
所
昭
和
四
十
一
年
六

月
二
十
三
日
第
一
小
法
廷
判
決
、
民
集
二
十
巻
五
号
千
百
十
八
頁
）
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
不
法
行

為
に
つ
い
て
は
、
私
生
活
上
の
事
実
又
は
私
生
活
上
の
事
実
ら
し
く
受
け
取
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
一
般
人
の
感

受
性
を
基
準
に
し
て
当
該
個
人
の
立
場
に
立
っ
た
場
合
、
公
開
を
欲
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
、
一
般
の
人
々
に
い
ま

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
情
報
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
法
的
利
益
が
あ
る
（
東
京
地
方
裁
判
所
昭
和
三

十
九
年
九
月
二
十
八
日
判
決
、
判
例
時
報
三
百
八
十
五
号
十
二
頁
）
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
情
報
を
公
表
さ
れ
な
い
法
的
利
益

三



と
こ
れ
を
公
表
す
る
理
由
と
を
比
較
衡
量
し
、
前
者
が
後
者
に
優
越
す
る
場
合
に
、
こ
れ
を
み
だ
り
に
公
表
す
る
行
為
に
つ

い
て
不
法
行
為
が
成
立
す
る
（
最
高
裁
判
所
平
成
十
五
年
三
月
十
四
日
第
二
小
法
廷
判
決
、
民
集
五
十
七
巻
三
号
二
百
二
十

九
頁
）
と
解
さ
れ
る
。
右
に
示
し
た
判
例
等
に
照
ら
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
掲
載
が
、
法
務
局
、
地
方
法
務
局
又

は
法
務
省
人
権
擁
護
局
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
名
誉
毀
損
又
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
被
害
者
が

自
ら
被
害
の
回
復
及
び
被
害
の
拡
大
の
予
防
を
図
る
こ
と
が
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

法
務
省
人
権
擁
護
機
関
が
行
う
削
除
要
請
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
よ
う
に
、
被
害
者
本
人
で
は
な
い
第
三
者
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
掲
載
に
つ
い
て
、
人
権
侵
害
で
あ
る

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
法
務
省
人
権
擁
護
機
関
に
お
い
て
、
削
除
要
請
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
よ
う
な
仕
組
み
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

法
務
省
人
権
擁
護
機
関
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
検
討
協
議
会
を
構
成
す
る
団
体
に
属

四



さ
な
い
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
お
い
て
も
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
に
示
さ
れ
た
指
針
に
基
づ
い
た
対
応
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
対
し
て
も
、
必
要
に
応
じ
、
適
切
な
方
法
に
よ
る
削
除
要
請
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
。
な
お
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
検
討
協
議
会
は
、
同
協
議
会
を
構
成
す
る
団
体
に
属
さ
な
い

プ
ロ
バ
イ
ダ
等
で
あ
っ
て
も
、
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る

法
律
に
対
応
す
る
自
主
ル
ー
ル
を
定
め
る
に
当
た
り
、
同
協
議
会
が
策
定
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
意
向
を
示
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
海
外
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
人
権
擁
護
機
関
に
お
い
て
、
削
除
要
請
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ

る
が
、
人
権
侵
害
を
生
じ
さ
せ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
に
対
す
る
実
効
性
の
あ
る
対
応
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

五


